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東北地方太平洋沖地震による当社グループへの影響について（第２報） 
 

2011 年 3 月 11 日に発生しました東北地方太平洋沖地震によってお亡くなりになられた方々の

ご冥福をお祈り申し上げますと共に、被災された皆様に心より御見舞申上げます。 
地震による当社グループへの影響につきましては、３月１７日に第１報をお知らせ致しましたが、

その後判明しました事項及びその後の状況につきまして下記の通りお知らせ致します。 
 

記 
１．従業員の状況 

3 月 17 日公表の通り、当社グループ従業員全員の無事を確認しています。 
 
２．被災した施設 

鹿島工場（茨城県神栖市 主に農薬を製造） 
 
３．被災した上記施設の状況 

鹿島工場について、建物に異常の無いことを確認しましたが、停電により生産を停止してい

ます。生産設備については点検・整備中であり、早期生産再開に向け取組んでまいります。 
なお、製品の出荷については既に再開しております。 

 
４．計画停電への対応について 
  計画停電実施の対象となった地域内には高崎工場（群馬県高崎市 主に医薬品を製造）があ

ります。計画停電により培養途中の製品が不良となり一部廃棄処分致しました。しかし、同

工場では生産計画や勤務シフトを変更するなどの工夫をし、特に重要である抗がん剤の安定

供給を確保するよう製造に注力しております。今後の東京電力管内の事業場における計画停

電の実施・対象地域拡大にあたって、重大な影響が及ぶ事態が想定される場合には改めてご

連絡させて頂きます。 
 
５．業績への影響 
  本地震による当社連結業績への影響は、現時点で不明です。業績への重大な影響が見込まれ

る場合には速やかにお知らせ致します。 
  以上 


